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青少年問題の悩みなどお気軽に
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；::。琵：　２４－0800
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記
念
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

記念フォーラム
「平安王朝文化が語る日本の美」

12月17日（土）午後２時～文化センター小ホール

　「世界遺産」の宇治上神社と平等院を通して、世界の

　中の「日本の美」と、文化財の保護について語ります。

　〈パネリスト〉鈴木嘉吉さん（前･奈良a立文4ﾋ財研究所所長）

　　　　　　西村公朝さん（東京芸術大学名誉教授）

　　　　　　小川光三さん（写真家）

　〈ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〉永井多恵子さん（ＮＨＫ解説主幹）

　　　　　　　　　　　圃社会教育課（内線2617）

宇治上神社・平等院
　　ライトアップ

企画展　

「世界遺産」の歴史資料
12月17日出～１月22日(日)歴史資料館

　・宇治上神社や平等院、歴史資料館などが所蔵する

　　文書・古絵図を展示します。

12月31日出　午後５時～翌朝

　　　　　　（平等院は午前３時まで）

１月１日例～３日（火）

　　　　午後５時～午後９時

　宇治上神社と平等院、十三重石

塔（重要文化財）をライトアップ

すると共に、それらを結ぶ経路と

なる中ノ島に架かる橘橋・喜撰橋・

朝霧橋と宇治上神社前の道路を照

明します。いずれも夜間に限り拝

観無料。平等院（入場は北門から

だけ）では拝観経路が決められて

います。宇治上神社への車での参

拝はご遠慮ください。

　　　　圃社会教育課（内線2617）

写真展
■ 世 界 遺 産 写 真 展 「 守 ろ う 地 球 の 宝 物

」

　 　 1 2 月 1 2 日 （ 月 ) ~ 2 0 日 （ 火 ） 市 役 所 市 民 ギ ャ ラ リ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 回 社 会 教 育 課 （ 内 線 2 6 1 7 ）

■ 宇 治 上 神 社 ・ 平 等 院

一

写 真 展

　 　 1 2 月 1 3 日 （ 火 ） ～ 1 7 日 出 小 倉 公 民 館

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圃 小 倉 公 民 館 （ a 2 2 ･ 4 6 8 7 ）
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世界遺産図書コーナー

圖歴史資料館(a 20・1311)
お出掛けの際はお問い合せください

　：　。

は休館の施設があります。

12月15日（木）～１月14日（土）中央図書館

　　世界遺産やそのほかの文化財、自然環境に関する

　図書を集めたコーナーを設置。

年始年末
圃中央図書館（3 20・1511）

まなと省く　行提策か業⌒市
すいし資で1政言しら大会ご市
゜社た源きばがでの¬学長みは

　会｀とるごーは提ご教II 減十
　づ環リかみ体｀言み授佐量－
　く境サ提のに市を減｀々化月
　りヘイ季発な民受量委木促十
　をのク　生っ・けと員利、四
　求負ルる量て事ま資十廣進日
　め担を立を｀業し源五京聾ヽ
　ての基心少ど者た化人都議宇
　い少本『なう．　゜方一産会治

Zl

il

リ

処
分
地
は

も
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ぐ
パ
ン
ク

　
宇
治
市
で
は
昭
和
三
十
八
年

に
分
別
収
集
を
開
始
。
五
十
年

に
古
紙
回
収
事
業
、
六
十
一
年

に
空
き
缶
・
空
き
び
ん
の
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
始
め
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
み
減
量

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
生
産
と
消
費
の

拡
大
は
一
層
高
ま
り
、
そ
れ
に

伴
い
ご
み
の
量
は
急
激
に
増
え

て
い
ま
す
。
平
成
五
年
度
で
は
、

燃
え
る
ご
み
が
約
三
万
八
千
ト

ン
、
燃
え
な
い
ご
み
が
約
五
万

六
千
ト
ン
と
、
十
年
前
に
比
べ

て
そ
れ
ぞ
れ
三
六
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
、
七
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
燃
え
な

い
ご
み
や
ご
み
を
燃
や
し
て
残

っ
た
灰
の
処
分
地
の
仙
郷
山
埋

立
処
分
地
は
十
年
、
奥
山
埋
立

セ
ン
タ
ー
は
五
年
以
内
に
満
杯

に
な
る
見
込
み
で
、
ご
み
問
題

の
早
急
な
解
決
が
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
で

は
、
平
成
四
年
十
一
月
に
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
各
分
野

か
ら
十
五
人
に
委
員
を
委
嘱
し

「
宇
治
市
ご
み
減
量
化
促
進
協

議
会
」
を
発
足
。
年
々
増
え
続

け
る
ご
み
量
と
そ
の
処
理
費
用
、

将
来
的
な
ご
み
処
分
地
の
不
足

な
ど
の
問
題
の
打
開
策
の
検
討

を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。
協
議

会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
協

議
を
重
ね
、
意
見
を
集
約
し
、

こ
の
た
び
提
言
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
」

　
提
言
で
は
、
ご
み
の
減
量
・

再
資
源
化
は
、
単
に
ご
み
を
減

ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
ご
み
を

資
源
と
と
ら
え
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
推
進
や
分
別
収
集
の
拡

大
な
ど
奈
基
本
と
し
た
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
シ
ス
テ

ム
の
確
立
の
必
要
性
を
説
い
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
こ
れ

ら
三
者
が
組
織
的
に
行
動
で
き

る
推
進
組
織
を
設
置
。
そ
し
て
、

ど
の
ご
み
を
、
だ
れ
が
ど
の
よ

う
な
ル
ー
１
　
で
ど
れ
だ
け
の
量

を
減
ら
し
た
り
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
り
す
る
の
か
を
具
体
的
に
表

す
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
し
で
い
ま
す
。
そ
の
当
面

の
役
割
と
し
で
次
の
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　
市
民
　

た
い
ひ

　
①
生
ご
み
は
堆
肥
に
す
る
な

ど
、
自
家
減
量
に
努
め
る
　
②

過
剰
消
費
や
使
い
捨
て
の
生
活

様
式
を
見
直
す
ヽ
③
地
域
で
の

不
用
品
交
換
会
。
、
市
が
取
り
組

む
古
紙
回
収
事
業
や
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
協
力
す
る

　
事
業
者

　
①
事
業
活
動
に
伴
う
ご
み
は

自
ら
の
責
任
で
適
正
処
理
す
る

　
②
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を

開
発
す
る
　
③
ご
み
減
量
・
再

資
源
化
計
画
を
作
成
す
る
　
④

再
生
資
源
の
回
収
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る

　
行
政

　
①
市
民
・
ｙ
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
取
胚
組
め
る
ぷ
つ
、

指
導
的
立
場
に
立
っ
て
シ
ス
テ

ム
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
る

②
城
南
衛
生
管
理
組
合
と
連
携

し
、
効
率
的
な
ご
み
の
処
理
・

処
分
の
研
究
を
進
め
る

　
市
で
は
こ
の
提
言
を
真
剣
に

受
け
止
め
、
現
在
作
業
を
進
め

て
い
る
「
宇
治
市
ご
み
処
理
某

本
計
画
」
に
生
か
し
て
い
く
ど

共
に
、
今
後
「
宇
治
市
ご
み
処

理
実
施
計
画
」
（
仮
称
）
を
管

定
し
、
市
民
・
事
業
者
・
行
診

が
組
織
的
に
行
動
で
き
る
「
推

進
組
織
」
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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市
議
会
1
2
月
定
例
会

一
般
会
計
1
億
5
千
3
4
6
万
円

を
補
正
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　し条わま二

－て例れで月十

磐い改｀の七二

＿ま正一二日月

計すな般十に定

霜　゜ど会日開例

　　八計開会市
正　議補の　゜議

予　案正会二会

　　を予期十は
諾

審

It

で六｀

・　　議　｀行日十

予万中てた業府
算九心き事費の
額干にた業や支
は円一事の　｀出

四を億業進こ金
百訃五費みれの
四上千の具ま内
十゜三過合で定
九補百不に進に
億正四足よめ伴
百後十額りてう
七の六を出き事

業▼立▼お　十
費源費駐り補一
追氏II輪で正万
加物五場すの円

一語千公　゜主に朝散百社　なな
霧策万一　内り
橋の円仮　容ま
の道　称　はし
改整　　一　　次た
修備　の　の　゜
な事　設　と

し頂一地宇出　執▼百事▼復に▼ど
ま務１蒋治さま行来八業在旧よ九－
し負入公れた費春十の宅費る月II
た担･に園る｀IIの六車老11道十千
゜行六拡も次二統万両人三路六二

　為億張の年千一二購デ千・日百
　を三のと度二地千入イニ河の九
　追千たし以百方円費サ百川集十
　加万めて降万選　11　1万の中万
　設円の｀に円挙　千ピ円災豪円
　定の用西支　の　五ス　害雨
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　　　　　　　　　　　..にV r^－,^ssz・ -ｚｚ- :i^参

　　　　　　　　　　　只
　　　　　1尚a!Ns

ﾉ　　／
d　ユネスコ(国連教育科学文化機関)の世界遺産に推薦さ

　　mみ　　　　　　　　　　

れている宇治上神社と平等院が，今月中旬に登録決定され

　　　　

弔見込みです．市などではその己　事業として多　なイベ

　　　　　　　r　　宇治橋　　　　　　　　　　　　　ントを予定しています．気軽にお

　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　越し下さい．

　平等院　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　宇治上神社

……………:,ノ,ヅズ　ノ……7　　　　朝ｌ
、

iiごｊムi忌゛

浪ご遍　　1?yタ　　/^･^中ノa　　　………………:………　……

一一　　　　　　，．　好^　宇　ﾗ,.｡
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リサイクル社会システムの確立を｣

　宇治市ごみ減量化促進協議会が提言

＿　　　　　　　　　　　　　　　匹
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宇治上神社
平等院
ユネスコ世界遺産登録
秒読み開始！



年に一度は、健康チェック

国民健康保険人間ドックは費用

の７割を助成します。
ラクタ

（２）1994年（平成６年）12月11日発行i攻だ　よ　り
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健
康
な
毎
日
を
応
援
す
る
国
保
を

み
ん
な
で
支
え
よ
う

がて加のさ
で　｀入保ん国
き依者険に民
る然の料掛健
よ厳高やか康
うし齢国れ保
｀い化庫る険
皆財が金よは
さ政進でう　｀
ん状ん賄に加
の況でわす人
ご　に　い　れ　る　し
協置否T制７
力かＵい度い
お　れ　と　ま　で　る
願てやすす皆
い　い　医　○　○　さ
しま療市そん
ま’す筥ののが
寛ぷ訃罠鷺窓

　定　な　健　は　し
　し　ど康　｀て
　たに談加お
　運よ　入医
　営っ啖者者

依
然
、
増
加
す
る

　
　
　
市
国
保
医
療
費

し度こて目は徴　挙年るいＯて入゜上成ての
てのれい当全はまげ々医　慢い院鋤半五い医市
か高はるこ国ヽたら高療忌性ま分回期・ま療国
らい　｀こ　平病-れ齢費医のすで　比六す費民
四籍

H

U牡雑報謔牡回語

診　｀平　二でどの　゜て加術病由五慕けの図毎保
自俣回蚕な芯汚m.　公@ (7) 摺乞難;べ呉:iS2

つが比。貿ヽく費　な入歩加て円干入ぞＵえ国
た悪べ蕭な¬機の　ど者にしは増万院れ゜続保
傾化密『つ一会特　ががよて｀えR外の平げ

なりかしれで　向
く　｀らまばす医が

す重健す¬か療あこ複康　゜保ら保る
と受づで険｀険た

も診くす料医はめ大なりかに療相と
切どにら負費互思
での心｀担が共おi
す無掛日も増済
゜駄けご増加制ま

　をたろ加す度罵

図　市国保医療費の推移

　　　　　　　　（4～9月の診療分比較）

入院分

10.8　　10.9，

　●－－－－一奮

２年　３年　４年　５年　６年

億円
　14

　13

　12

　11

　10

　9

　0

引
き
続
き

　
　
安
定
化
計
画
を
策
定

の①はめ運療
診レ次て営を本
療セのいの守市
報プとまたるは
酬トおすめた｀
明－り　Ｏ.のめ一
細医でそ取　｀貫

書療すのり国し一機　゜主組保て
の関　なみの地
点か　内を安域
検ら　容進定医

▼表　１日当たり費用額の全国平均との比較

‾”’‾‾‾”’　ご’‾　　　　（4年度診療分

　　入　　　院　　　入　院　外

　一般退職者老人一般退職者老人

　15,353 19,864 15,948 5,613 5,718 5,975
全国（100）（100）（100）（100）（100）（100）

ﾚ⑤⑤

宇治市（116,1）（122.7)1
（120.）（111.9）（112.4）（116.5）

※単位は円。（　）内は,全国平均を100とした場合の指数

国民健康保険加入は

14日以内に届け出を

⑤④（H）化た②体
医在保　市医制
療宅健　民療の

機ケ事　●　・強関ア業　加保化
・のの　入健・
老推推　者を充
人進進　とテ実
保　　　のＩ
健　　　連マ
施　　　携に
設　　　強し

るし府始　R率⑦の⑥な
よてなめこ健の負関保ど

う　｀ど　｀の全向担連健の努安のBRほな上の施・適
力定関　か国対公策福正
しし係運に保策平の祉配
てた諸　も財　・推・置
い運機

呆　

｀政　保進教の

き営関゜市の　険　育指まがとで議維　料　分導
すで連国会持　収　野
゜き携・を　　納　で

○宇治市へ転入したとき

○職場の健康保険をやめたとき

○職場の健康保険の被扶養者から

　はずれたとき

○子供が生まれたとき

○生活保護を受けなくなったとき

無保険のまま放置すると

医
療
負
担
を
軽
く
す
る

高
額
療
養
費
制
度

課号機　　も④別I③に病②①次受た一療にへの関国。の差々同扱院同暦の給場部を同高
゜控の民申は額にじいにじの点で合負受じ額

　え領健請除べ扱病ま掛人ひにき　ヽ担け医療
　を収康のきツい気すかがと注る申金て療養
　持証保手まドまで゜つ同月意と請が支機費

　つ｀険続す代すも　てじをしいす下払関制
　て振証き　゜な　゜｀　い病単てうれ表つで度
　国り　｀゛　ど　通　る気位くもぱのた同と
　民込印　　の　院　場でとだのそ金癌じは
　健み鑑　　保　と　合｀しさ　゜の額　病｀
　康口ヽ　　険　入　は二まいな差をの気同
　保座医　　外　院　別っす　゜芒額超そ1のじ
　険番療　　の　は　々の　゜　、をえ、治月

入院時食事費用の減額認定制度

　平成６年10月から「入院時の食事に関する給付の方式」が見

直され、「定額」負担となりました。市民税非課税世帯などの

人は、申請によって「減額認定証」が交付されます。

　〈申請の手続き〉国民健康保険証、印鑑を持って国民健康保険

課（老人保健医療受給者は健康医療課）へ。

63,000円（60,000円）

35,400円（33,600円）

自己負担限度額は

ただし市町村民税非課税世帯は

　入院患者食事の一部負担額　　　　（平成6年10月~8年9月）

　　一　　　　　　　般　　　　　　　　　１日600円

低　所　得　者　　逼去1年間OB数　90凹や……y｡a.450.P3

二］⊇⊇］

市町村民税非課税の世帯で老齢福祉年金の受給権者　１日200円

3｡P3　　単独で･上記の額を超えなくても、次の場合は対象となります。
j]　　　

。ム　　同じ世帯でヽ同じ月に30,000円(市町村民税非課税
D円　　世゛゜算　世帯は21,000円以上)が複数ある場合は合算します。

マ　　　　　　　
同じ世帯で、12ヵ月以内で４回目以降の自己負担限

　言呈示

｜　　　　　　　　　

市町村民税非課税世帯は24,600円(23,400円)です。

し|　　　

平成5年5月　療分から自己負担限度額が改正されました。

　　ぐ　ｊは改宗前､c　ｊがないのは改定なし
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(3)

市役所　〒611宇治琵琶33
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福祉・年金

■在宅老人家族介護者教室

　[〉12月17日出午後２時～４時、

明星園デイ・サービスセンターC〉

テーマ…冬に起きやすい老人の病

気とその介護　[ill 5日出までに同

センター(昔23-6115)。送迎を希

望する人は事前に連絡し、当日午

後１時半に京阪宇治駅前集合。

■児童手当の消滅と申請

　現在児童手当を受けている人が

勤務先を退職すると、それに伴っ

て児童手当の受給権がなくなるこ

とがあります。最近退職した人や

退職予定の人は福祉総務課(内線2

307)へ連絡を。なお、児童手当は

満3歳未満の児童を養育している

人に支給されます。該当する児童

を養育していて、まだ手続きをし

ていない人は、児童を養育してい

る人の預金通帳(銀行か信用金庫

に限る)と印鑑を持って、同係へ。

ただし、所得の制限があります。

■巡回更生相談

　＞7年１月９日(月)午後１時～３

時、総合福祉会館[＞内容…○身体

障害者手帳の交付や再交付に必要

宇治市政だより

な診断○補装具の交付や修理に必

要な診断C〉持ち物…○手帳の交付･

再交付＝印鑑・顔写真(4拡×３

節)1枚○補装具の交付・修理申

請＝印鑑。なお、現在補装具を使

用している人は、必ず補装具を持

参してください。　回福祉総務課

(内線2m)。

■国民年金保険料の免除制度

　国民年金保険料を未納のままに

しておくと、将来年金を受けるこ

とができなくなる場合があります。

経済的な理由で保険料を納められ

ない場合は、保険料が免除される

制度があります。特に学生の場合、

一般とは別に免除基準が設けられ

ています。詳しくは国民年金課

(内線2312)へ。

講座・資格

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター(a46-0

688)。〈ワープロ初級〉＞7年１

月10日～23日の月･火･木･金曜、

午前９時半～午後３時半[＞1万80

0円。〈ワープロ初級V e r 5〉

[＞1月13日～２月10日の火・金曜、
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午後６時半~9時E〉1万1700円。

　〈ワープロ初級〉E〉1月14日～２

月22日の水El-午後６時半～９時

と土曜・午前９時半～正午［〉１万

1700円。くパソコンロータス123

初級〉＞1月22日～２月26日の日

曜、午後１時～3時半E〉7800円。

　〈パソコン桐初級〉＞1月22日～

２月26日の日曜、午前９時半～正

午t＞7800円。くパソコンＣ言語初

級〉［＞1月14日～３月11日の土曜、

午前９時半～正午［〉１万400円。

　〈パソコン中級〉C〉1月13日～２

月10日の火・金曜、午後６時半～

９時E〉1万1700円。くパソコンＣ

ＡＤ入門〉C〉1月29日3月５日

の日曜、午後１時～３時半E〉7800

円。〈日商m記3 級検定〉E〉1月

23日～３月27日の月・水曜、午前

９時半～午後４時E〉1万500円。

■排水設備工事の技術者試験

　事前に講習会があります。［〉１

次試験…①i級＝i月19日困午後

１時半～２時40分②2級＝1月20

日出午後１時半～２時10分、①②

とも市役所会議室C＞受験手数料…

１級＝1000円、2級= 600円　回

所定の申込書に３ヵ月以内に撮影

した写真３枚（3.6rx2.4r）と

必要書類を添えて12月26日（月）まで

に下水道管理課（内線2453）へ持

参で。

催し
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　おもち大好き

　12月１日俐、北小倉保育所で恒例のおも

ちつき大会がありました。「ヨイシ3／ヨ

イショ／」の掛け声に合わせてペッタン、

ペッタン。つきたてのおもちをほお張つて

「おいしいネエ」の大合o昌でした。

　　　1994年（平成６年）12月11日発行　第1046号
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小学校に入学予定の市内在住の母

子・父子家庭の児m.

回12月20日

(火)までに地域の母子会役員か民生

児童委員へ回福祉総務課(内線

2307)。

　　　宇治市成人式

　　７年１月15日（祝）　午後Ｏ時半～2時

　文化センター大ホール

●･内容…式典、ミニコンサードほか

＜●･対象…S

49.4.2～S

50.4.1生まれ

　'で市内在住の人し

　回社会教育課(内線2616)

スポーツ

■トレーニング機器実技講習会

　＞12月24日出、午後I時～と３

時半の２回。黄壁体育館[〉対象…

15歳以上の人(中学生は不可)。

各先着30人[〉1000円　[118日(日)午

前９時から同館へ直接。顔写真

(r×2．5r)1枚が必要　回同

館(容33

－

4001)。

図書館

■クリスマス会

　[＞○東宇治図書館＝12月21日出
うちの人気者

　　　　　み33
　　青山美央ち≫^ （2陶

　　　　　　　　　（菟道丸山）

あなたの家庭の人気者を募集。「うちの

子をぜひ」「おじいちゃんの誕生日の記

念に…」なんて人はどしどしご応募を。

毘広報課（内線2070）。

無火災で過ごそう

　　　　年末年始
　これからは、寒さが日ごとに厳しくな

り火を使うことが多く、師走の慌ただし

さから、つい火の始末をうっかり忘れが

ちになります。火の取り扱いには、一人

ひとりが十分注意し、大切な生命・財産

を火災から守りましょう。また、消防・

救急活動に支障を与える迷惑駐車はやめ

しょう。　回消防本部（内線2657）

平成６年度母子福祉推進委員

○中央図書館= 12月22日困、いず

れも午後３時～４時t＞対象…幼児

～小学校低学年C＞内容…大型紙芝

居、指あそびなど［>共催…宇治児

童文庫連絡会、サークルおはなし

たまてばこ　回中央図書館（Q20-

1511）、東宇治図書館（032-2232）。

お知らせ

■臨時有料ごみ収集

　年末の大掃除などで一時的に多

量に出るごみを、有料で収集しま

す。都合のいい日を選んで、環境

事業所（内線3001）へ電話で予約

してください。ただし、年末は多

数の予約が予想されますので、申

し込みはお早めに。

■仙郷山埋立処分地の年末業務

　12月29日困まで業務を行います。

年末は大変混雑しますので早めに

搬入を。また、運搬中は路上など

にごみが落下しないよう注意して

ください。　回宇治廃棄物処理公

社（321-2807）。

　【訂正】12月１日号３面対鳳庵

「除夜釜」の記事で「お茶無料接

待」は「有料」の誤りです。おわ

びし訂正します。

テレビ広報

１月１日（祝）S;

午後Ｏ時半から

KBS京都　Ｕ

(敬称略)
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～市長　新年の抱負を語る～
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い“良にン　れ相槙

とニか日デ昭てが島根ネ祝
言ッら本イ和い来町島　｀
わポ京をラIEま訪に百ル島
れン都訪゜十すさイ年　１　と
｀のにれガニ　゜れン誌

水農向たン年　たドの　をイ

田家かネジ十　この一結ン稲’うル１月　とネペ暇　．
作を途１と｀　がルｌ　ぶド
農見中はと娘　記１ジ縁・
業たに奈もイ　さ首に

●･

出

迎

え

に

ー
－
た

え

る

ネ

ル

Ｉ

一

行

｜をジアてブンド伴ガガデ　か¬イサまかり供　まの
家身ブ人い首デでっンンイ今"7^ラリでらなか地し先
のににだま相イはてジジラ年　リは｜確作が,ら元た進
心付嫁゜すもラネ来１　１　　の　が沿にか業ら大の　゜地
をけぎた　゜凶三ル日がの

呆
十　こ道身め場迎人人　・

受名　｀ソも弾代１し娘未　月　　　のを‾　｀えまた　楡
け実今ニとに首初まの亡でに　を子包脊おるでち　島
継とでアも命相代しプ人|?｀　連　んこ風中が｀　に
がもは夫とをも首たリソ　そ　発供だそ呂ヽ手小　や
れにサ人イ落　｀相　゜ヤニＪの　したイつ　｀農旗さ　　っ
てネリはタとラもインアブイ　たちン孚台機をな　て
いルｌラリしジインを・　・ン　とにデ。所具振子　き

がる方私喉弓てえく　待京館　　　　　　うネ知　りン　いのお近年でる
｀人で以･頭喉舌たし特さ都で十歌夕槙なルら※ペドふま産り代がはよ

ども夕外゛頭ホ｀別れ大チ月　”　　島の１れーン・とす業｀化壮あう
のおピにでのＩ夕とて会ヤ十‘:）ピ町でとて般をネじのおさ年ので
よらアも歌振スピは歌がリ六たア回統記いに取ルた　基米れととす
うれの市っ動状ア　｀いあテ日　｀　　場一述まはりＩこ　礎作たなき　゜
にる笛内たをののがまりイ→カの　　しさすネまをと　でり農り握
過とをにか伝器笛んし｀I京ラ笛松まれが１し結で　あは業ヽ手ま
ご思使おらえ具－でた特力都　　。田してリレたぶ槙　り々を今をた
さいっ住でるを口声゜別ラ産オで絹たい最と　゜縁島　続も営さし　｀
れまてみす人通にを　にオ業ケ　　代゜る近し　をと　け日んらた桐
てすいの゜工じ加な　招ヶ会　　　　　　よはて　知イ　て本でに少島

立で　さ構悩話よてる筆い
てす私いいみしう十の談ま
れがはままはたに四でです
ば｀声せせ同こ声年は済か
と少をんんじとをに　゜ま　゜
思しなかかでがなな私し笛
いでく　゜らすあくりはてな
｀もし　　｀　゜りしま声いん

ビ人た　連筆またすをるか
デの障　絡談せ人がな人面
オ役害　くでんと同くも倒
のに者　だも　゜はじしいで

　　思きた　巴■かまに字
　小いたび最いりだも幕
　倉出こ力後まま不参を

　町ととラにすす慣加入
　西なはオな　゜がれしれ
　山り　｀ケり　がなてる
　11ま生大ま　んのいボ

太１し涯会す　ばでまラ
田44た忘にが　り時すン
包　　゜れ出　｀　た間　゜テ
雄　　得場こ　いもまイ
　　　ぬでの　とかだア

市
民
情
報
短
信

　
催
し

■
市
民
歩
こ
う
会
　
1
8
日
㈲
午

前
ａ
時
半
、
京
阪
宇
治
駅
前
集

合
。
禅
定
寺
・
高
野
方
面
、
約

1
2
キ
ロ
。
雨
天
時
は
2
5
日
㈲
。

新
春
市
民
歩
こ
う
会
　
１
月
３

日
㈹
午
前
９
時
半
市
役
所
前
集

合
。
隠
元
橋
・
桃
山
御
陵
・
乃

木
神
社
、
約
８
キ
ロ
、
家
族
向

き
。
雨
天
時
は
中
止
。

　
ど
ち
ら
も
昼
食
・
雨
具
な
ど

持
参
。
牧
原
＆
2
3
･
　
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｎ
]
C
D
O
a
°

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
ち
つ
き
大
会

　
2
5
日
間
午
前
９
時
～
午
後
３

時
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
。

対
象
は
市
内
在
住
の
家
族
か
３

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
先
着
3
0

組
。
も
ち
米
２
キ
ロ
に
付
き
５

０
０
円
で
６
キ
ロ
ま
で
。
要
申

し
込
み
。
市
野
外
活
動
協
会

　
福
山
＆
2
4
・
1
8
0
6
。

募
集

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
　
対
象
は

小
学
校
１
年
生
以
上
（
新
１
年

生
も
可
）
の
女
子
。
キ
ャ
ン
プ

な
ど
野
外
活
動
か
ら
奉
仕
活
動

ま
で
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
久
田
＆
4
4
・
6
8
9
0
．

■
宇
治
お
も
ち
ゃ
箱
運
営
ス
タ
ッ

フ
　
第
２
・
４
火
曜
午
前
1
0
時

～
午
後
１
時
半
に
福
祉
会
館
。

４
歳
位
ま
で
の
子
ど
も
が
気
に

入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
借
り
て
帰

り
ま
す
。
人
気
が
あ
り
ス
タ
ッ

フ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
磯
貝

容
3
3
゜
ｒ
｀
り
４
０
Ｑ
Ｕ
Ｏ

みんなで歌うクリスマス　昭和3謬、宇治保育

所でのクリスマス会。かわいい子供たちも今では同じ

くらいの子供を持つ世代になっています。

サ
ー
ク
ル
さ
あ
来
る
⑦
は
み
だ
し
版

版
画
で

作
る

年
賀
状

　
　
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

な
さ
ん
は
も
う
年
賀
状
を
書
き
ま
し
た
か
。

1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

今
回
の
『
サ
１
ク
ル
さ
あ
来
る
』
で
は
、
ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
つ
も
と
少
し
趣
向
を
変
え
、
版
画
で
作
る
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

賀
状
を
紹
介
し
ま
す
。
手
作
り
の
年
賀
状
に

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
用
意
す
る
も
の

　
食
栄
○
ト
レ
ー
ス
紙
り
カ
ー

ボ
ン
紙
○
彫
刻
刀
○
バ
レ
ン
Ｏ

は
が
き
○
試
し
刷
り
用
の
紙
Ｏ

水
の
り
○
絵
の
具
○
筆

　
大
抵
の
ｘ
冒
辰
宍
ん
ぶ
冗
っ

て
い
ま
す
。

①
下
絵
を
描
く

　
鉛
筆
な
ど
で
、
は
が
き
の

太
会
心
に
下
絵
を
描
き
ま
丈

　
〈
ポ
イ
ン
ト
〉

①
幅
が
Ｉ
ミ
リ
以
下
の
細
い
線

は
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
せ
ん

②
絵
や
文
字
の
大
き
さ
、
バ
ラ

ン
ス
を
よ
く
考
え
る

③
色
を
塗
っ
て
み
る
と
よ
く
分

か
り
ま
す

②
ト
レ
ー
ス
紙
に
写
す

　
下
絵
の
上
に
ト
レ
ー
ス
紙
を

引
い
て
な
ぞ
り
ま
す
。
は
が
き

の
枠
の
線
も
忘
れ
ず
に
。

③
カ
ー
ボ
ン
紙
ｐ
版
木
に
写
す

　
版
ポ
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
ト
レ
ト

ス
紙
（
下
絵
は
班
返
し
に
す
る
）

の
順
に
重
ね
、
版
木
に
下
絵
を

写
す
。
テ
ー
プ
な
ど
で
固
定
し

て
絵
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
。

④
彫
刻
刀
で
彫
る

　
下
絵
が
写
さ
れ
た
版
木
を
彫

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
彫
刻
刀

セ
ッ
ト
の
中
に
は
４
種
類
の
彫

刻
刀
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
使

い
分
け
て
彫
っ
て
い
き
ま
す
。

　
基
本
と
し
て
は
ま
ず
切
り
出

し
刀
（
刃
の
先
が
尖
っ
た
三
角

形
の
も
の
）
な
ど
で
、
輪
郭
を

な
ぞ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か

ら
丸
刀
や
平
刀
で
そ
の
な
ぞ
っ

た
周
り
を
彫
っ
て
い
き
ま
す
。

　
〈
ポ
イ
ン
ト
〉

①
刃
の
先
に
、
指
を
置
か
な
い

②
自
分
の
彫
り
や
す
い
向
き
に

版
木
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
彫
る

⑤
試
し
刷
り

　
ま
ず
好
み
の
色
の
絵
の
具
を

溶
き
ま
す
。
き
れ
い
に
刷
り
上

げ
る
た
め
に
、
水
は
少
な
め
に

し
て
、
の
り
を
少
し
入
れ
ま
す
。

　
良
く
混
ぜ
て
、
版
木
に
刷
り

込
む
よ
う
に
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

へ
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
絵
の

具
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
。
試

し
刷
り
用
の
紙
に
刷
っ
で
み
ま

し
ょ
う
。

⑥
修
正

　
色
を
変
え
た
り
、
彫
り
直
し

　　　⑦　　　　　⑤詩れ叩　　③　　　　　①

　　　　が　　　　　　　　
。。j,j',1,!,ii?i2tli=i゛"･　　　　　　ISS

　　　　　　　　昌娯＼

刷　　　　　

一　

谷　⑩　

尚

る　　　　　　　　　　　　　　　　彫れたIt　　カーボン紙で版木に写す　　下絵を用意する

　　　⑧⑥　　，乃巴　　　　④　　　　　,②

＼
ﾐほ回　６　咽　　　＼

席上

　　　　¶　塗る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾄﾚｰｽ紙に写す

た
り
し
ま
す
。

⑦
本
刷
り

　
完
成
で
す
。
版
木
に
書
い
て

宇
治
公
民
館
「
版
画
サ
ー
ク
ル
」

てり治
い教公年
る室民末

版　゜館恒画そで例

サののと
１指木な

ク導版つ
ルを年て
の行賀い
例な状る
会つ作宇

　ねも逆二がいしよｰのきたの　に
ち⌒なにつけくよう馬のの雲-,お
よ笑い刷のなとうに場先が　十じ
うととつ楽いきかな先生始W何や
ど　芦てじ勿と記 -^俳び奔晋平歩
今　もみみ果刷版てに忙り員かしれ言帽川円

に　けよすき思゜いら　｀の

器
等

版　どう　。のいてでう今とつ院

あ
る
、
は
が
き
の
枠
に
合
わ
ぶ

て
刷
つ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
と
は
、
住
所
・
名
前
な
″

を
書
く
だ
け
で
す
。

３表　後　道にて人い人付りに干作画
Ｏのサ七活だ加再はる二け過も五り哭

Ｏ岩１時動とわ来さぐ力なぎか百の
８村クＳはかる年゜ら月いてか円追゜一民ル九第　゜のの言い分と　｀わーいた

へ子加時－　が力　なののもら実込来
゜さ入　゜・　　手レＴの版こうず費み年

　ん希月三　にンクで画と予｀゛中男

　⌒望会木　入ダル　｀を　゜約人ででレ　艮言旱『　乳ぺ芒尽含延引自薦多

　・代月午　早りっいて一けあ売二１
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